
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成３０年１０月分） 

平成３０年１２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●国政選挙の実施（７日）と暫定結果の発表

（２２日） 

 ７日、ＢＨ国政選挙が実施された。２２日に発

表された暫定結果によれば、投票率は５３．３

６％。ＢＨ大統領評議会選挙では、ボシュニャ

ク系メンバーにジャフェロビッチＳＤＡ副党首が、

セルビア系メンバーにドディックＳＮＳＤ党首が、

また、クロアチア系メンバーにコムシッチＤＦ党

首が当選。ＲＳ大統領選では、ツビヤノビッチ

現ＲＳ首相（ＳＮＳＤ）が当選。なお、ＳＤＡ（ボ

シュニャク系）、ＨＤＺ（クロアチア系）、ＳＮＳＤ

（セルビア系）が国政及びエンティティ議会に

おいてそれぞれの民族の最大政党の地位を

維持した。 

 暫定結果の発表から３日間の不服申し立て

期間、受理・不受理の判断を経て、最終結果

は、１１月６日までに確定される見通し。 

  

●ドディックＲＳ大統領、大統領評議会メンバ

ー就任後にＲＳ代表としての立場を強く打ち出

す方針を表明 

 １０日、ドディックＲＳ大統領は、自分はＲＳか

ら大統領評議会セルビア系メンバーに選出さ

れたのであり、ＲＳ国民議会において宣誓を

行うまでは、同評議会メンバーとしてサラエボ

に出向かないと述べ、また１１日には、サラエ

ボの大統領府でＲＳ国旗が設置されない会合

には一切参加しないと発言し、大統領評議会

において、ＲＳの対場を強く打ち出す方針を示
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した。 

 

●チョービッチＨＤＺ党首、選挙法の改正を連

立参加の条件として提示（１５日） 

 １５日、チョービッチ現大統領評議会クロアチ

ア系メンバー（ＨＤＺ首兼クロアチア民族評議

会（ＨＮＳ）議長）は、クロアチア系メディアのイ

ンタビューに対し、７日の国政選挙において、

ボシュニャク系有権者を票田として、自身の得

票を上回り、コムシッチＤＦ党首が大統領評議

会クロアチア系メンバーに当選したことに関し、

右の再発を防止するための選挙法の改正が

ＨＤＺ及びＨＮＳ傘下の政党が組閣に参加する

条件である旨述べた。 

 

●中央選管、ＢＨ連邦議会上院議員の選出配

分に関し決定を下す用意があると発表（１９

日） 

 １９日、中央選挙管理委員会は記者会見を

行い、違憲判決により選挙法から削除された

ＢＨ連邦議会上院議員の選出配分に関する

条項をめぐって、同法の他の条項に基づき中

央選管が同配分に関する決定を行う用意が

あると発表した。 

 

 （２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●クロアチア系多数派地域におけるコムシッ

チ大統領評議会クロアチア系メンバーの当選

に対する反発 

 コムシッチＤＦ党首が、ボシュニャク系有権者

を票田として、チョービッチＨＤＺ党首に大差を

つけて、大統領評議会クロアチア系メンバー

に当選したことに対し、１０月半ばにＢＨ内のク

ロアチア系多数派地域において、共同でコム

シッチをペルソナ・ノングラータに宣言する動

きが、また、モスタルにおいては、学生が主催

する大規模こ抗議デモが発生した。 

 

●サラエボ・カントン等におけるＳＤＡ外しの動

き 

 １９日、ＳＤＰ、ＤＦ及びＮＳ（我々の党）の中

道左派３政党が会合を行い、サラエボ・カント

ンにおける民族主義政党ＳＤＡを外した与党

連立について協議を開始した。同様の動きが

他のカントンでも発生しており、ＳＤＡは国政・

エンティティにおいては最大政党の座を維持し

た一方で、カントン・レベルにおいては、ボシュ

ニャク系が多数派を占める全５カントンで下野

の可能性が出てきている。 

 

●ビハチにおいて移民・難民問題のデモや衝

突が発生し、ＢＨ当局は対応を強化 

 ２０日、ＢＨ最西端に位置し、クロアチアとの

国境に隣接するために移民・難民が大量に滞

留しているビハチ市において、市民による、移

民・難民の同カントンへの流入阻止を要求す

る大規模デモが発生。一方滞留する移民・難

民も不満を募らせており、２２日には、一部の

移民・難民とカントン警察の間で小競り合いが

発生。これを機に、２３日、同カントン内務省は

これ以上の移民等の受け入れを拒否する決

定を行い、２５日には、ＢＨ当局が、移民等の

国内移動の制限を導入することを決定した。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ドディックＳＮＳＤ党首、連立与党第二党の

ＤＮＳに圧力 

 １０日、ドディックＲＳ大統領票兼ＳＮＳＤ党首

は記者会見を開き、ＲＳ連立与党第二党のＤ

ＮＳが擁立を表明していた次期ＲＳ首相はＳＮ

ＳＤから指名する旨発表した。また、２２日、Ｒ
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Ｓ政府会合においてツビヤノビッチＲＳ首相（Ｓ

ＮＳＤ）がマレシェビッチＲＳ教育相（ＤＮＳ）を

解任する等、ＳＮＳＤはＤＮＳに帯する圧力を

強めている。 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プ

ロセスを含む） 

●ＢＨ、欧州委員会からの追加質問に対する

回答期限内に提出できず（４日） 

 ４日、欧州委員会の報道官がＴＶ番組のイン

タビューに対し、６月にＢＨに送付した６５５問

の追加質問に対する回答の期限は１０月１日

までであったが、未だ回答を受領していない

旨述べた。 

 

（２）二国間関係 

●ダチッチ・セルビア外相のＲＳ訪問（２日） 

 ２日、ダチッチ・セルビア外相は、７日の国政

選挙を目前に完成したバニャ・ルーカ＝ドボイ

間高速道路の最終区間の開通セレモニーに

参加。欧米諸国によるＲＳ選挙への干渉を批

判したブチッチ・セルビア大統領の発言に言

及し、「ＲＳを破壊しようとする行為にセルビア

は黙っていない」と発言した。 

 

●ブチッチ・セルビア大統領ＲＳ訪問を中止（５

日） 

 国政選挙に向けた選挙キャンペーン最終日

である５日、ドディックＲＳ大統領と共に東サラ

エボにおけるセルビア支援による病院の開所

式に参加する予定となっていたブチッチ・セル

ビア大統領が、急遽ＢＨ訪問を中止。これは

訪問中の同大統領への危害の恐れを理由と

した、ドディック大統領による要請を受けたも

のとされ、ブチッチ大統領は遺憾を表明すると

共に、セルビアとＲＳの結束を改めて強調し

た。 

 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のモスタル

訪問（４日） 

 ４日、プレンコビッチ・クロアチア首相はモス

タルを訪問し、チョービッチＨＤＺ党首と会談を

行った他、「クロアチア民族評議会（ＨＮＳ）」の

ラリーに参加し、７日の国政選挙への投票及

びチョービッチ大統領評議会クロアチア系メン

バー候補への投票を訴えた。 

 

●プレンコビッチ・クロアチア首相等、コムシッ

チ大統領評議会クロアチア系メンバーの当選

を欧州各地で非難 

 １８日、プレンコビッチ・クロアチア首相は、ブ

リュッセルで行われたＥＵ首脳会議において、

ＢＨ大統領評議会クロアチア系メンバーがボ

シュニャク系有権者を票田として選出されたこ

とを非難し、介入が必要である旨発言。かか

るクロアチア側の動きに対し、ズビズディッチ

ＢＨ閣僚評議会議長（ボシュニャク系）や当選

したコムシッチ・メンバーは、内政干渉であると

して非難する反論書簡をタヤーニ欧州議会議

長、トゥスク欧州理事会議長及びユンカー欧

州委員会委員長等に対し発出した。 

  

３．経済 

（１）経済政策、国別信用格付、公共事

業 

●スタンダード・アンド・プアー社、ＢＨの格付

けは据え置きのＢ（安定的） 

 国際的信用格付け会社スタンダード・アンド・

プアー社の９月の発表によれば、ＢＨの格付

けは据え置きのＢ（安定的）。 
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●ＢＨ、２０１８年のＥＵ及び周辺諸国向けの

輸出額に伸び 

 ＢＨ統計庁によれば、２０１８年１月～９月の

ＢＨの輸出額は、約８８億ＫＭ（約４５億ユーロ）

で、昨年同時期に比べ８．８％の増加。輸入額

は、約１４３億ＫＭ（約７３億ユーロ）で、昨年同

時期に比べ、６．９％増加した。なお、中欧自

由貿易協定（ＣＥＦＴＡ）加盟国向けでは、輸出

８％、輸入１．６％の増加。ＥＵ向けでは、輸出

１１．３％、輸入５．４％の増加。貿易赤字は継

続しているものの、減少傾向にある。 

 

●ＢＨの第二四半期対ＧＤＰ政府総債務残高

は３６．３％ 

 欧州委員会によれば、２０１８年第二四半期

時点の、ＢＨの対ＧＤＰ政府総債務残高は、３

６．３％。西バルカン諸国と比べると、コソボ、

１６％に次いで低い。一番高いクロアチアは、

７６．１％。 

 

●ＢＨの購買力はＥＵ平均の３分の１ 

 ＥＵＲＯＳＴＡＴによれば、２０１７年のＢＨにお

ける購買力はＥＵ平均の３２％に留まった。西

バルカン諸国と比べると、ＢＨを下回るのはア

ルバニアのみで３０％。セルビアは３７％、クロ

アチアは６１％。ＢＨ当局によれば、ＢＨの購

買力は低いながらも２００６年の２８％から順

調な伸びを見せており、２０１７年は２５億ＫＭ

（約１３億ユーロ）以上に上った海外からの送

金が購買力の成長に重要な役割を果たして

いる。 

 

●ＢＨ連邦、ＥＢＲＤとの間に「Ｖｃ回廊」第３区

間向け融資契約を締結（２日） 

 ２日、チャバラＢＨ連邦大統領は、欧州復興

開発銀行（ＥＢＲＤ）との間で、「Ｖｃ回廊」第三

区間向け１億８，０００万ユーロの融資契約を

締結した。右は、約２ｋｍのトンネルと約１４ｋ

ｍの道路建設に充てられる。 

  

●ＲＳ政府、中国“山東”社と高速道路のコン

セッション契約を合意（３日） 

 ３日、ＲＳ政府は、中国山東高速集団有限公

司の子会社である中国山東国際経済技術合

作集団有限公司との間で、バニャ・ルーカ＝プ

リイェドル間の高速道路の設計、建設、運営

に関するコンセッション契約に関して最終合意

に至った。右契約期間は３３年、建設は５年で

完了の見通し。投資総額は約３億ユーロで、

同社は一時金約４５０万ユーロに加え、毎年

高速道路利用料金収入の５％をＲＳ公営公社

に支払う。正式契約は、一時金支払後に実施

される。 

 

●ＢＨ、２０１８年のＧＤＰ成長率は３．２％（９

日） 

 ９日、ＩＭＦはＢＨの２０１８年のＧＤＰ成長率

は、これまでの予測の通り３．２％となる見込

みである旨発表した。なお、昨年２０１７年の

成長率は３％で、２０１９年は３．５％と予測さ

れている。 

 

（２）経済協力 

●ＥＵ、洪水対策に７５万ユーロの追加供与を

決定 

 ８日付け当地紙によれば、ＥＵは、西バルカ

ン投資基金（ＷＢＩＦ）を通し、第３期ＢＨ洪水対

策プロジェクトに７５万ユーロを追加で供与す

ることを決定した。右プロジェクトにより、これ

までに３０市町村において７０万人の住民が裨

益している。 
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●ドイツ、不法武器輸出対策に２５万ユーロを

拠出（２５日） 

 ２５日、駐ＢＨドイツ大使は、ＵＮＤＰ代表との

間で、２０１９－２０２１年のＢＨにおける不法

武器輸出対策（ＣＩＡＴ）プログラムに対する２５

万ユーロの供与に関する署名を行った。右資

金は、４００名のＢＨ国境警察官の訓練に充当

される。ドイツはこれまでにも、ＣＩＡＴプログラ

ムを通して１，５００名の警察官の訓練を行っ

てきた。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


